
 
ニュースレポート 

令和２年 ７月 ６日 

 

報 道 機 関  各 位 

文化財課 文化財係   

 

 

タイトル  赤穂市立有年考古館企画展の開催について                 

 

下記のとおり報告いたしますのでよろしくお願いいたします。 

 

行事・事業名 

 

有年考古館企画展「木簡－荷札からみた江戸時代の赤穂－」 

 

日  時 

 

令和２年７月１５日（水）～９月２２日（火・祝） 

 

場所・住所 

 

有年考古館・一階展示室 

趣旨・目的（ＰＲしたいこと） 

 

  このたび有年考古館では、企画展「木簡—荷札からみた江戸時代の赤穂—」を開催

します。 

  木簡（もっかん）とは、遺跡から出土する文字の書かれた木札のことで、江戸時代

にはおもに荷物にとりつける荷札として使われました。そのため、木簡にはどのよう

な人物が誰に何を送ったかが書き込まれており、当時の人々の交友関係や、物資の流

通のようすなどを知ることができます。 

  赤穂市では赤穂城・赤穂城下町跡から多くの木簡が出土しており、浅野家や森家の

家臣の名や、城下町に暮らした商人の名前などを見ることができます。 

  今回の展示ではこの木簡をテーマに、江戸時代の赤穂のようすを紹介いたします。 

 

問い合わせ先 

部課係名：教育委員会文化財課文化財係 

担当者名：山中 

電  話：０７９１－４３－６９６２     内線（ ２３２５ ） 

F  A  X：０７９１－４３－６８９５ 

添付資料（有）   ○ホームページへの掲載（無） 

AKO CITY 

赤穂市 



 
有年考古館 企画展 

「木簡－荷札からみる江戸時代の赤穂－」開催要項 

 

１ 展示名 

  企画展「木簡－荷札からみる江戸時代の赤穂－」  

 

２ 会 期 

  ７月１５日（水）～９月２２日（火・祝） 

 

３ 趣 旨 

  現在の赤穂市街地の地下には、江戸時代の赤穂城と赤穂城下町の遺跡が広がり、その

多くは良好な状態で保存されている。また特筆すべき赤穂の特徴として、標高が非常に

低いため地下水の水位が高く、通常の遺跡では腐って残らない木製品が地下水の作用に

より非常に良好な状態で残るという点があり、全国的にも貴重な遺跡となっている。 

  木製品のうち、当時の文字が書かれたものは「木簡」とよばれ、そのほとんどが荷札

として用いられている。木簡の中には、赤穂義士や赤穂浅野藩家臣の名が書かれたもの、

商取引の内容が書かれたもの、食品や料理の名前が書かれたものなど、当時のようすを

知る貴重な歴史資料となっている。 

  展示では発掘調査で発見された木簡を紹介し、木簡からわかる江戸時代の赤穂のよう

すについて紹介する。 

 

４ 入館料及び観覧料 

  無 料 

 

５ 会 場 

  赤穂市立有年考古館１階展示室 

 

６ 展示資料  

・赤穂城跡及び城下町跡出土木簡  

 ・赤穂城本丸跡出土遺物 

・赤穂城下町跡出土遺物      等 約１００点 

 

７ 印刷物・広告等 

 ポスター、チラシ、インターネット、Web サイト「赤穂市立有年考古館」

（http://www.geocities.jp/unekoukokan/）、Web サイト「赤穂市の文化財」

（http://www.ako-hyg.ed.jp/bunkazai/）、有線放送 
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